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中国海軍は日本の海上自衛隊に対して戦闘能力面

で大幅に優位に立ち、日本が尖閣諸島を奪取される

危険が高まった──そんな衝撃的な調査報告書が米

国の主要研究機関から公表された。  日米同盟の危

機が懸念されるなか、中国側は米軍を介入させずに

尖閣を占拠するシナリオを具体的に作成していると

いう。日本の安全保障への切迫した危険の警告だといえよう。 

■ 日本に対して大幅な優位を獲得した中国海軍力   

ワシントンの大手安全保障研究機関「戦略予算評価センター（CSBA）」は 5 月中旬、「ドラゴン 

対 太陽～日本の海洋パワーに対する中国の見解」と題する調査報告書を公表した。報告書は、同

CSBA 上級研究員で中国海洋戦略研究の権威トシ・ヨシハラ氏が中心となって作成した。 

 トシ・ヨシハラ氏は米国海軍大学校の教授を長年務め、中国の海洋戦略研究では全米有数の権威

とされる。トランプ政権にも近い立場にある。ヨシハラ氏は日系米人だが台湾育ちのため中国語が

堪能で、今回の研究も中国側の言明や証言、発表に基づいている。  報告書は「中国はこの 5 年

ほどで海軍力を劇的に増強し、日本に対して大幅な優位を獲得した」と総括していた。報告書によ

ると、中国人民解放軍の大規模な海軍増強は 2010 年ごろから始まり、習近平政権下のこの 5 年ほ

どで海軍艦艇の総トン数、性能、火力などが画期的に強化された。日本の海上自衛隊はこれまで、

アジアの主要なパワーとして戦闘力や抑止力を保持してきたが、現在では確実に中国に後れをとっ

ており、インド太平洋での重要なパワーシフトが起きているという。  同報告書の内容は、ワシ

ントンの他の研究機関の間でも議論の対象となり、一般のニュースメディアでも報じられた。日本

でも海上自衛隊が同報告書の概要を内部資料として配布するとともに、その一部を海上自衛隊幹部

学校のウェブサイトに掲載した。 

■ 「日本を屈服させることは容易になった」   

同報告書は中国側の研究や資料を基に、中国側が自国海軍の大増強をどうみて、日本への戦略をど

う変えてきたかという点に焦点を合わせて考察していた。その結果として、以下の諸点を指摘する。 

（１） 中国は、尖閣諸島奪取でも東シナ海での覇権獲得でも日本を屈服させることは容易になっ

たとみて、軍事力行使を抑制しないようになりつつある。   

（２） 中国は尖閣占領に関して日本側を敏速に圧倒して米軍に介入をさせない具体的な計画をす

でに作成した。  

（３） 中国は日本との全面戦争をも想定し、その場合に中国側の各種ミサイルの威力で日本の防

衛を崩壊させる自信を強めてきた。   

報告書は、中国海軍力のこうした画期的な強化は日本や米国にとってきわめて危険な動きだ

と強調する。そのうえで、中国を抑止するための日本独自の海洋戦闘能力の強化や日米連携に

よる海上防衛強化の具体策を提案していた。  
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■ 尖閣諸島が占領されるまでのシナリオ   

これまで米国では、中国の海軍力を米海軍のそれと比較する研究はあったが、日本の海上自

衛隊の戦闘力と比較する研究は少なかった。今回の報告書の大きな意味は、アジアでは最強水

準とされた日本の海上自衛隊がいつのまにか中国海軍に完全に追い越されていたという現実を

提示したことだろう。  とくに象徴的な例として挙げられるのが、艦艇配備の垂直発射ミサイ

ルシステム（VLS）である。中国海軍の VLS は 2000 年にはゼロだった。しかし 2020 年には

セル（発射口）数で 2000 基を超え、日本側の約 1500 基を大幅に上回った。  ヨシハラ氏は、

章明、金永明、廉德瑰ら中国政府系の学者や専門家の最近の論文などを引用して、中国が日本

に対して海軍力で優位に立ったことで「自信と誇り」を強め、好戦的な対日戦略の傾向を増し

てきたことを指摘する。  同報告書によると、中国は尖閣諸島への上陸強行による占拠作戦を

すでに複数パターン準備している。その例証として、中国海軍公認の海軍雑誌「現代艦船」の

最近号に、軍事専門家 2 人による尖閣奪取の詳細なシナリオが掲載されていたという。  その

シナリオとは以下のような内容であった。 

（1）日本の海上保安庁の船が、尖閣海域にいる中国海警の艦艇に銃撃を加え、負傷者が出る。

すると、近くにいた中国海軍の 056 コルベット（江島型近海用護衛艦）が現場に急行し、日本

側を攻撃し被害を与える。   

（2）日中両国が尖閣を中心に戦闘態勢に入る。中国海軍空母の「遼寧」主体の機動部隊が宮古

海峡を通過すると、尖閣防衛にあたろうとした日本側の部隊が追跡する。しかし、この機動部

隊の動きは中国側の陽動作戦だった。   

（3）日中の間で東シナ海での制空権争いが始まる。日本の E-2C 早期警戒機と F-15 が東シナ

海上空で戦闘パトロールを始め、中国側が一方的に宣言した「防空識別圏」内に入り、中国の

J-20 ステルス戦闘機と戦って撃墜される。   

（4）中国軍のロケット軍と空軍が、日本の航空戦力主要基地である沖縄・那覇基地に巡航ミサ

イルの攻撃をかける。続いて中国軍は多数の弾道ミサイルを発射し、日本側のミサイル防衛シ

ステム「パトリオット」を無力化し、那覇基地を使用不能とする。中国側は周辺の制空権を 24

時間ほどで確保する。   

（5）米国政府は日米安保条約を発動しない。大統領は、尖閣をめぐる日中紛争への全面介入は

米国の利益に合致しないと判断する。ホワイトハウスは中国に対しておざなりの経済制裁の警

告を発するが、それ以上には中国に対する行動はとらない。   

（6）宮古海峡の西側で、日本と中国の海軍、空軍の部隊が激しく交戦する。中国側はフリゲー

ト艦を撃沈され、艦隊をその海域から撤退させる。だが、中国側の JH7A 戦闘爆撃機と

SU30MKK 多目的戦闘機が、尖閣に向けて上陸用部隊を運ぶ日本側の艦隊をみつけ、対艦巡航

ミサイルで、こんごう型の誘導ミサイル装備護衛艦 2 隻を沈め、他の 1 隻を大破して、日本側

の尖閣上陸作戦を阻む。   

（7）米軍の偵察機が、日中両部隊の戦闘を遠距離から観察して、中国軍が攻めていない沖縄・

嘉手納基地へ帰投する。中国は、嘉手納基地など沖縄の米軍基地には一切手を出さないことを

米国に約束し、米軍不介入の言質を獲得していた。   

（8）中国軍の上陸作戦艦隊を追尾していた日本側のそうりゅう型潜水艦が中国の対潜航空機に

https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E8%89%A6%E8%88%B9&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws
https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E3%82%B3%E3%83%AB%E3%83%99%E3%83%83%E3%83%88&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws
https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%91%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%83%E3%83%88&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws


発見され、撃沈される。日本側は中国の尖閣上陸を必死で阻止しようと中国の沿岸警備用のコ

ルベット艦 1 隻を沈めるが、大勢を変えられない。結局、戦闘開始から 4 日間で、尖閣諸島は

中国人民解放軍に占拠されてしまう。  こうして最終的に中国軍が日本の部隊を撃退して尖閣

諸島を占領するわけだが、このシナリオでは、中国軍は嘉手納基地など米軍の部隊や施設には

一切手を出さず、米軍も日中衝突には介入しない、という設定となっていた。  

 同報告書は、中国がこのように尖閣奪取作戦を遂行する場合、米国が介入してこないだろう

と想定することの危険性を指摘していた。中国の日本に対する軍事優位の確立は中国側にこん

な想定さえも抱かせる、という警告である。 


